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日
本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
イ

ン
フ
レ
へ
と
局
面
を
移
し
つ
つ

あ
る
。
イ
ン
フ
レ
と
財
政
の
関

係
性
を
考
察
す
る
際
に
見
落
と

さ
れ
が
ち
な
の
が
、
物
価
上
昇

が
政
府
に
対
し
て
一
時
的
な
予

算
上
の
余
力
を
も
た
ら
す
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
名
目
所
得
・
企
業
利
益
・
消

費
額
が
増
え
れ
ば
所
得
税
や
法

人
税
、
消
費
税
の
名
目
税
収
は

弾
力
的
に
増
加
す
る
。
他
方
、

年
金
や
医
療
・
介
護
、
公
務
員

給
与
な
ど
の
歳
出
は
制
度
改
定

や
予
算
編
成
を
介
す
る
た
め
、

物
価
変
動
へ
の
追
随
に
は
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、

政
府
に
イ
ン
フ
レ
誘
発
的
な
一

時
的
財
政
余
力
が
生
じ
る
。

　
留
意
す
べ
き
は
こ
の
財
政
余

力
が
、
現
金
・
預
金
や
給
付
等

の
実
質
価
値
が
目
減
り
し
、
富

の
一
部
が
政
府
部
門
へ
移
転
し

た
に
す
ぎ
な
い
点
で
あ
る
。
こ

の
余
力
は
過
渡
的
な
現
象
で
、

恒
久
財
源
と
は
な
り
得
な
い
。

　
し
か
し
民
主
主
義
的
な
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
こ
の
財

政
余
力
を
財
政
再
建
よ
り
も
再

分
配
に
充
当
す
る
強
い
誘
因
も

存
在
す
る
。
給
付
金
や
減
税
は

有
権
者
へ
の
直
接
的
な
ア
ピ
ー

ル
と
な
る
一
方
、
財
政
再
建
は

便
益
が
広
く
薄
く
、
か
つ
将
来

に
遅
延
す
る
た
め
政
治
的
評
価

に
直
結
し
に
く
い
か
ら
だ
。

　
イ
ン
フ
レ
で
生
じ
る
一
時
的

な
財
政
余
力
は
財
政
再
建
に
充

て
る
こ
と
が
望
ま
し
く
て
も
、

実
際
に
財
政
余
力
が
生
じ
た
後

に
は
、
再
分
配
を
優
先
的
に
選

択
す
る
政
治
的
誘
因
が
強
ま

る
。
こ
れ
は
事
前
に
望
ま
し
い

政
策
と
事
後
に
選
ば
れ
る
政
策

が
一
致
し
な
い
と
い
う
政
治
的

な
「
時
間
的
不
整
合
性
」
の
問

題
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
時
間
的
不
整
合
性

を
内
包
す
る
構
造
的
ジ
レ
ン
マ

の
下
で
、
政
治
に
よ
る
財
政
政

策
と
日
銀
の
金
融
政
策
が
相
互

に
影
響
し
合
う
。こ
の
関
係
を
、

政
治
（
政
府
）
と
中
央
銀
行
に

よ
る
二
者
の
非
協
力
ゲ
ー
ム
と

し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
政
治
側
の
戦
略
は
、
財
政
余

力
を
「
財
政
再
建
」
に
充
て
る

か
「
再
分
配
」
に
充
て
る
か
の

二
択
で
あ
る
。
日
銀
側
の
戦
略

は
「
金
融
政
策
の
正
常
化
」
か

「
金
融
正
常
化
の
先
送
り
」
を

す
る
か
の
二
択
と
な
る
。

　
こ
の
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
導
出
さ
れ
る
Ａ
〜
Ｄ
の
４
つ

の
政
策
状
態
に
対
し
て
図
表
の

と
お
り
、
各
主
体
の
選
好
順
位

（
４
が
最
善
、
１
が
最
悪
）
を

割
り
当
て
よ
う
。

　
経
済
・
財
政
の
通
常
時
、
図

表
上
段
の
よ
う
に
政
治
の
選
好

順
位
は
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ
と
な
る
。
再

分
配
に
よ
る
政
治
的
便
益
を
得

つ
つ
、
金
利
上
昇
の
副
作
用
も

回
避
で
き
る
Ｄ
が
最
善
策
と
な

る
。
反
対
に
財
政
余
力
を
還
元

せ
ず
、
金
融
正
常
化
に
伴
う
景

気
下
押
し
圧
力
だ
け
を
被
る
Ａ

が
最
低
順
位
と
な
る
。
政
治
に

と
っ
て
は
日
銀
の
戦
略
に
か
か

わ
ら
ず
「
再
分
配
」
を
選
択
す

る
方
が
常
に
利
得
が
大
き
く
、

再
分
配
が
政
治
の「
支
配
戦
略
」

と
し
て
機
能
す
る
。

　
一
方
、
通
常
時
の
日
銀
の
選

好
順
位
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
と
想
定
さ

れ
る
。
政
府
が
財
政
規
律
を
維

持
し
、
日
銀
が
物
価
安
定
を
達

成
す
る
Ａ
が
最
善
策
で
あ
る
。

仮
に
政
府
が
再
分
配
を
選
択
し

た
と
し
て
も
、
日
銀
が
金
融
正

常
化
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
を
抑

制
す
る
Ｃ
が
次
善
と
な
る
。

　
政
治
が
支
配
戦
略
で
あ
る

「
再
分
配
」
を
選
択
す
る
こ
と

を
前
提
と
す
れ
ば
、
日
銀
は
Ｃ

と
Ｄ
を
比
較
し
、
Ｃ
「
金
融
正

常
化
」へ
の
最
適
反
応
を
示
す
。

　
し
た
が
っ
て
通
常
時
の
最
適

な
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
（
ナ
ッ

シ
ュ
均
衡
）
は
、
Ｃ
「
再
分
配

・
金
融
正
常
化
」に
帰
着
す
る
。

政
府
が
物
価
高
対
策
と
し
て
需

要
を
喚
起
し
、
日
銀
が
そ
の
イ

ン
フ
レ
圧
力
を
金
利
引
き
上
げ

で
相
殺
す
る
、
い
わ
ば
「
政
策

対
立
の
均
衡
」
で
あ
る
。

　
し
か
し
政
府
部
門
の
累
積
債

務
が
一
定
を
超
え
る
と
、
日
銀

の
利
得
構
造
に
変
容
が
生
じ

る
。
財
政
当
局
が
中
長
期
的
な

歳
出
を
制
御
で
き
な
け
れ
ば
、

中
央
銀
行
の
金
利
操
作
能
力
は

制
約
さ
れ
、
法
的
独
立
性
が
担

保
さ
れ
て
い
て
も
事
実
上
「
財

政
従
属
」に
近
い
状
態
に
陥
る
。

　
過
剰
債
務
下
で
は
、
通
常
時

に
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
で
あ
っ
た
Ｃ

の
「
金
融
正
常
化
」
に
伴
う
コ

ス
ト
が
増
大
す
る
。
利
上
げ
は

国
債
借
り
換
え
を
通
じ
て
政
府

の
利
払
い
費
を
増
加
さ
せ
、
国

債
価
格
の
下
落
は
金
融
機
関
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
毀
損
す

る
。
景
気
下
押
し
で
税
収
が
減

少
す
れ
ば
財
政
収
支
が
再
び
悪

化
す
る
。
国
債
市
場
へ
の
ス
ト

レ
ス
が
許
容
限
度
を
超
え
れ
ば

日
銀
が
正
常
化
プ
ロ
セ
ス
を
中

断
し
、
流
動
性
供
給
や
国
債
買

い
入
れ
拡
大
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
こ
に
も
「
時
間
的
不
整
合

性
」
が
存
在
す
る
。
日
銀
は
事

前
に
は
物
価
安
定
の
た
め
金
融

正
常
化
を
継
続
す
る
と
市
場
に

示
し
て
い
て
も
、
利
上
げ
に
よ

る
財
政
・
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の

負
荷
が
現
実
化
す
れ
ば
、
事
後

的
に
は
正
常
化
を
中
断
す
る
誘

因
を
持
つ
。
市
場
が
こ
の
政
策

反
応
を
予
想
す
れ
ば
、
金
融
引

き
締
め
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
約
束
）
は
十
分
な
信
認
を
得

ら
れ
ず
、
初
期
の
利
上
げ
だ
け

で
は
イ
ン
フ
レ
期
待
や
通
貨
安

を
十
分
に
抑
制
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
改
め
て
、
図
表
の
下

段
「
過
剰
債
務
下
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。
政
治
の
順
位
は
不
変

だ
が
、
日
銀
に
と
っ
て
の
Ｃ
と

Ｄ
の
選
好
順
位
が
逆
転
す
る
。

Ｃ
の
正
常
化
が
引
き
起
こ
す
金

融
シ
ス
テ
ム
や
国
債
市
場
へ
の

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
が
、
Ｄ

の
イ
ン
フ
レ
を
容
認
す
る
コ
ス

ト
を
上
回
る
た
め
で
あ
る
。

　
過
剰
債
務
下
で
は
ゲ
ー
ム
の

均
衡
は
Ｃ
か
ら
Ｄ
「
再
分
配
・

正
常
化
の
先
送
り
」
へ
と
シ
フ

ト
す
る
。
政
治
は
合
理
的
に
財

政
余
力
を
再
分
配
に
費
や
し
、

日
銀
も
ま
た
財
政
・
金
融
シ
ス

テ
ム
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
回
避
す

る
た
め
、
最
適
反
応
を
変
化
さ

せ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
財
政
従
属

の
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

る
。
政
府
か
ら
日
銀
へ
の
直
接

的
な
介
入
が
な
く
と
も
、
結
果

と
し
て
物
価
安
定
が
相
対
的
に

劣
後
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
利
得
表
は
１

回
限
り
の
ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、

予
算
編
成
と
金
融
政
策
決
定
が

反
復
さ
れ
る
通
時
的（
動
学
的
）

ゲ
ー
ム
の
縮
約
形
で
あ
る
点
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
場
参
加
者
は
、
現
時
点
の

政
策
だ
け
で
な
く
将
来
の
政
策

反
応
関
数
も
予
想
し
て
行
動
す

る
。
政
府
が
税
収
上
振
れ
の
た

び
に
再
分
配
を
繰
り
返
し
、
日

銀
が
国
債
市
場
へ
の
配
慮
か
ら

正
常
化
を
遅
延
さ
せ
る
と
予
想

さ
れ
れ
ば
、
自
国
通
貨
に
は
将

来
の
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
・
プ

レ
ミ
ア
ム
が
織
り
込
ま
れ
る
。

　
通
貨
安
は
輸
入
物
価
を
押
し

上
げ
、
そ
れ
が
政
治
に
対
し
て

新
た
な
財
政
支
援
を
要
請
す

る
。
す
な
わ
ち
Ｄ
は
、
あ
る
一

時
点
の
政
策
の
組
み
合
わ
せ
で

は
な
く
、
市
場
の
予
想
を
通
じ

て
「
イ
ン
フ
レ
再
分
配
均
衡
」

が
形
成
さ
れ
、
自
己
強
化
さ
れ

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
こ
の
均
衡
状
態
が
長
期
化
し

年
金
や
賃
金
、
利
払
い
費
が
物

価
水
準
に
完
全
に
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
す
れ
ば
、
初
期
の
財
政
余

力
は
消
失
し
て
い
く
。
し
か
し

一
度
導
入
さ
れ
た
恒
久
的
な
給

付
や
減
税
は
容
易
に
撤
回
で
き

ず
、
財
政
の
基
礎
的
条
件
は
む

し
ろ
徐
々
に
悪
化
す
る
。

　
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は

第
一
に
、
税
収
の
上
振
れ
を
恒

久
財
源
と
み
な
す
財
政
錯
覚
を

排
し
、
イ
ン
フ
レ
に
伴
う
一
時

的
な
税
収
増
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
債
務
削
減
や
財
政
収

支
の
改
善
に
充
当
す
る
ル
ー
ル

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
第
二

に
、
物
価
高
対
策
は
対
象
を
絞

っ
た
移
転
に
限
定
し
、
市
場
の

価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ゆ
が
め
る

広
範
な
補
助
金
や
恒
久
的
な
減

税
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。

　
安
定
的
な
名
目
成
長
の
実
現

は
重
要
で
、
物
価
安
定
と
整
合

的
な
マ
イ
ル
ド
な
イ
ン
フ
レ
を

財
政
再
建
に
生
か
す
余
地
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
生

じ
る
一
時
的
な
財
政
余
力
を
恒

久
財
源
と
み
な
し
、
再
分
配
で

費
消
し
て
は
な
ら
な
い
。
政
治

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
中
央

銀
行
に
よ
る
間
接
的
な
支
え
を

前
提
と
せ
ず
に
自
律
し
得
る
持

続
可
能
な
財
政
構
造
を
構
築
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
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イ
ン
フ
レ
が
政
府
に
一
時
的
な
財
政
余
力
誘
発

過
剰
債
務
下
で
金
融
正
常
化
先
送
り
が
最
適
に

日
銀
の
支
え
を
前
提
と
し
な
い
持
続
的
財
政
を

インフレと財政　㊦

「財政従属」のリスク直視せよ


